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国土交通省インフラ分野のDX推進本部の開催状況について

令和2年 7月29日 第1回
—インフラ分野のDX推進本部の立ち上げ

令和2年10月19日 第2回
令和3年 1月29日 第3回

—インフラ分野のDX施策の取りまとめ

令和3年11月 5日 第4回
令和4年 3月29日 第5回

—インフラ分野のDXアクションプランの策定

令和4年 8月24日 第6回
—インフラ分野のDXアクションプランの

ネクスト・ステージに向けた挑戦を開始

令和5年 3月22日 第7回
— 「インフラ分野の DX アクションプラン第２版」とりまとめ に向けて
— インフラ分野の DX アクションプラン第２版 骨子（案）

※４月21日 骨子 記者発表

令和5年 7月26日 第8回（今回）
－「インフラ分野の DX アクションプラン第２版」の改定について

設置趣旨：社会経済状況の激しい変化に対応し、インフラ分野においてもデータとデジタル技術を活用して、国民のニーズを基に
社会資本や公共サービスを変革すると共に、業務そのものや、組織、プロセス、建設業や国土交通省の文化・風土や
働き方を変革し、インフラへの国民理解を促進すると共に、安全・安心で豊かな生活を実現すべく、省横断的に取組み
を推進するインフラ分野のDX推進本部を設置。

開催実績

＜第5回＞インフラ分野のDXアクションプランの策定（2022.3）

＜第6回＞インフラ分野のDXアクションプランのネクスト・ステージ



インフラ分野のDXで目指す姿

デジタル技術とデータの力により、インフラの生産性を高めるとともに、新たな価
値を創出するためには、絶え間ない業務変革を組織的に実施することが必要

変革し続ける組織

実現を目指す20～30年後の将来の社会イメージの例（第５期 国土交通省技術基本計画より）

国土交通省に関連する分野におけるSociety5.0の具体例とも言える、上記の「将来の社会イメージ」を実現すべく、

①国土、防災・減災 ②交通インフラ、人流・物流 ③くらし、まちづくり

④海洋 ⑤建設現場 ⑥サイバー空間

インフラ分野のDXの
目指すべき将来像



インフラ分野全般でDXを推進するため 分野網羅的
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～現場にしばられずに
現場管理が可能に～

分野網羅的、組織横断的に取り組む

1.「インフラの作り方」の変革 2.「インフラの使い方」の変革

データの力によりインフラ計画を高度
化することに加え、i-Construction
で取り組んできたインフラ建設現場
（調査・測量、設計、施工）の生
産性向上を加速するとともに、安全
性の向上、手続き等の効率化を実
現する

インフラ利用申請のオンライン化に加え、
デジタル技術を駆使して利用者目線
でインフラの潜在的な機能を最大限に
引き出す（Smart）とともに、
安全（Safe）で、持続可能
（Sustainable）なインフラ管理・
運用を実現する

「国土交通データプラットフォーム」をハブ
に国土のデジタルツイン化を進め、わかり
すく使いやすい形式でのデータの表示・提
供、ユースケースの開発等、インフラまわり
のデータを徹底的に活かすことにより、仕
事の進め方、民間投資、技術開発が促
進される社会を実現する。

3. 「データの活かし方」の変革

自動化建設機械による施工

ハイブリッドダムの取組による
治水機能の強化と水力発電の促進

地図・地形
データ

気象データ

交通（人流）
データ 防災データ

エネルギー
データ

施設・構造物
データ

国土交通データプラットフォームでのデータ公開

周辺建物の被災リスクも考
慮した建物内外にわたる
避難シミュレーション

３D都市モデルと連携した
３D浸水リスク表示、都市
の災害リスクの分析

データ連携による情報提供推進、施策の高度化

自動化・効率化による
サービス提供

今後、xROAD・サイバーポート（維持管理情報）等と連携拡大
空港における地上支援業務
（車両）の自動化・効率化

VRカメラで撮影した線路を
VR空間上で再現

VRを用いた
検査支援・効率化

～賢く”Smart”、安全に“Safe“、
持続可能に“Sustainable”～

～より分かりやすく、
より使いやすく～

～現場にしばられずに
現場管理が可能に～

公共工事に係るシステム・手続きや、
工事書類のデジタル化等による
作業や業務効率化に向けた取組実施
・次期土木工事積算システム等の検討
・ICT技術を活用した構造物の出来形確認
等

目指す将来像に向けた
インフラ分野のDX
の方向性



インフラDX推進
本部（事務局） の知識・経験を集積し、省内の各部局と共有に Ｄigital

データ利活用の基本方針

 表示（デジタル地図の重ね合わせ、３次元モ
デル、ダッシュボード）

 発信（閾値超過の警告、自動発信）

 提供（API連携）

 機械・設備の自動化・自律化

・・・

画像取得の装置（高精度カメラ、3D
レーザー、MMS、LiDAR、衛星）

交通・水位・位置情報等の状態計測の
装置（IoT、センサー、GNSS機器）

データ取得計器の移動装置（ドローン、
ロボット）

デジタル手続き・申請

OCR、SNS（ネット上のつぶやき）

・・・

データのノイズ除去（誤差管理、品質保持）
データの変換（形式の標準化、変換技術）
データの管理（クラウド、メタデータ作成）

 AI
 自然言語処理
 画像解析
 統計分析、ビッグデータ解析
 RPA（自動処理）
・・・

データ利活用技術

「デジタル技術」の知識・経験を共有する

データ整形・管理技術データ取得技術

データ分析・処理技術

通信・セキュリティ技術

ヒト・モノ・コト → サイバー空間 サイバー空間 → ヒト・モノ・コトサイバー空間の内部のみ

人の口・手・足の補助・代替となったり、
人の判断材料を提供したりする

既存データから新たな価値
を持ったデータを産み出す

人の目・耳・手・足の補助・代替を
することで、情報を取得・作成する

扱いやすいように、取得データを整える

 通信技術 (5G/6G、LPWA、ローカル5G)
 通信セキュリティ (ブロックチェーン)

 データの品質管理基準
 データの公開方針
…

デジタル技術導入によって「できること」と、それを実現するため
に要するスキルの習得、時間、費用等とを比較することにより、
それぞれの施策にとって最適なデジタル技術を選択する 導入期間 導入費用

スキルの習得

メリット
デメリット

速く 大量に

遠隔で精確に簡単に

インフラ分野の
DXを進めるため
のアプローチ



インフラ分野のDXアクションプラン第２版のとりまとめ（案）

第１版 第２版１．行政手続きのデジタル化
２．情報の高度化とその活用
３．現場作業の遠隔化・自動化・自律化

1.「インフラの作り方」の変革

2.「インフラの使い方」の変革

3.「データの活かし方」の変革

現場にしばられずに
現場管理が可能に

Smart”、安全に“Safe“、
持続可能に“Sustainable”

より分かりやすく、より使いやすく

（個別施策のとりまとめ）
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（第２版 本文構成）

〇 インフラ分野のDXの
目指すべき将来像

〇 目指す将来像に向けた
インフラ分野のDXの方向性

〇 インフラ分野のDXを進めるため
のアプローチ

○ 第２版において、インフラ分野のDXの目指すべき将来像などを示しつつ、各事業部局の個別施策について、
３本柱のインフラ分野に分類するとともに、個別施策に用いられているデジタル技術を分析

○ これにより、個々のデジタル技術の状況について、情報共有が可能となる



「インフラDXマップ」の作成

活用しているデジタル技術で分類

３
本
柱
の

イ
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フ
ラ
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分
類

〇 各部局の個別施策について
縦軸 : ３本柱のインフラ分野で分類

（① インフラの作り方の変革、 ② インフラの使い方の変革、 ③データの活かした方の変革）
横軸 : 個別施策が活用しているデジタル技術で分類

〇 この分析により、活用が進むデジタル技術の分野など、組織横断的な横共有が可能に

インフラ分野のDXを
進めるためのアプローチ

全施策数 現実空間⇒サイバー空間 サイバー空間の内部 サイバー空間⇒現実空間

データ取得 データ整形・管理 データ分析・処理 通信・
セキュリティ データ利活用

ドローン・
センシング・
人工衛星・
GNSS

画像取得
(カメラ)

デジタル
手続

ノイズ除去・
変換

データ管理 統計分析 画像解析 機械学習・
AI

自然言語
処理・
生成AI

通信・
セキュリティ
(LPWA、
ﾛｰｶﾙ5G等)

ダッシュボー
ド等での可
視化

3次元での
可視化

API連携・
データ提供

データの
機械・
設備への
活用

①インフラの作り方の変革 19 7 5 0 1 1 0 2 3 0 4 11 12 1 15
設計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1
設計・施工 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 7 1 5
施工 11 7 5 0 1 1 0 2 3 0 4 4 4 0 9

②インフラの使い方の変革 37 20 17 6 3 4 3 14 11 0 3 15 5 6 7
運用 26 14 10 6 2 3 1 9 8 0 3 11 3 5 6
インフラ施設の管理・操
作 4 0 1 0 0 0 0 1 2 0 1 2 0 1 1
交通施設の運用・自動
運転 6 4 4 1 2 2 0 3 4 0 1 3 1 2 0

除草・除雪 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4
災害把握・復旧 6 5 4 1 0 1 1 5 2 0 1 3 2 1 1
書類・手続き 6 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0
保全 11 6 7 0 1 1 2 5 3 0 0 4 2 1 1
③データの活かし方の変革 30 12 7 2 3 9 1 4 5 1 4 21 15 12 5
データの標準化 5 2 3 0 1 0 0 1 1 0 0 4 2 2 1
技術開発・環境の基盤
整備 4 2 1 0 0 1 0 1 1 0 3 1 2 2 2
データの収集・蓄積・連
携 15 5 2 2 2 7 1 2 3 1 1 11 9 8 1
利用者・国民への発信 6 3 1 0 0 1 0 0 0 0 0 5 2 0 1













国土交通省インフラ分野のDX 相談窓口

 国土交通省では、インフラを取り巻く状況を踏まえ、データとデジタル技術を活用したインフラ分野
のDX を進めております。

 分野網羅的、組織横断的な取組によりDX を更に加速化させるため、地域に密着している地方整
備局等において、令和５年7月21日に、「インフラ分野のDX相談窓口」を設置しましたので、お知
らせします。

地方整備局等 部署 メールアドレス等

北海道開発局 インフラDX・i-Construction推進本部 hkd-ky-dx_supp@gxb.mlit.go.jp

東北地方整備局 インフラDX推進本部 thr-infradx@ki.mlit.go.jp

関東地方整備局 インフラDX推進本部 ktr-dx-kanto83@gxb.mlit.go.jp 

北陸地方整備局 インフラDX推進本部 dx-hokuriku8400@hrr.mlit.go.jp

中部地方整備局 インフラDX推進室 cbr-gikan285@mlit.go.jp

近畿地方整備局 インフラDX推進本部 kkr-dx-kinki86@gxb.mlit.go.jp 

中国地方整備局 i-Construction サポートセンター
「中国地方のi-Construction」に関する問合せページ
（https://www.cgr.mlit.go.jp/icon/inquiry/index.htm）

四国地方整備局 インフラDX四国相談室
インフラDX四国相談室サイト
（http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/iconstruction/index.html）

九州地方整備局 インフラDX推進室 qsr-infradxcp01@ki.mlit.go.jp

沖縄総合事務局 インフラＤＸ推進会議
098-866-1904（港湾・空港関係以外）
098-866-1907（港湾・空港関係）

東京航空局 インフラ分野のDX相談窓口 cab-tokyo-dx@gxb.milt.go.jp

大阪航空局 インフラ分野のDX相談窓口 cab-osaka-dx@gxb.milt.go.jp

国土技術政策総合研究所 インフラDX研究推進本部 nil-infradx@gxb.mlit.go.jp

本省 インフラ分野のDX推進本部 hqt-infra-dx80@gxb.mlit.go.jp

＜相談窓口一覧＞ ※管轄エリアの地方整備局等にお問い合わせください ＜相談（例）＞

＜相談窓口のイメージ＞

DX相談窓口
（地方整備局等）

地公体 民間 学識者

・インフラDXに関する研修を受けたい
・DXの取り組みを試行したい 等

国土交通省
インフラ分野の
DX推進本部

情報共有

国土交通本省（各部局）



令和５年はＤＸの取り組みを一層加速化させる

「躍進の年」


